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r類題吉備国歌集」とその作者
近世における吉備地方最大の歌集として知られる「類題
吉菊国歌集」は、
後松屋社中の藤井尚澄によって、
弘化三
年（
l
八四五）六月、
一応の完成を見たものの、
緬者の死去
などのためにその刊行が遅延し、
嘉永三年（一八五0)十月
に至って、
ようやく上梓の巡びになったもののようである。
たかつね
その闇、
後松屋社の宗師たる藤井高雅が全面的に校訂を施
すとともに
板本刊行のため
に並々ならぬ努力を払ったこ
とは、
本蜜に収められた高雅の序文や
、大
阪在住の萩原広
逍がそのころKE雅に杏き送った数通の昏間（井上通泰氏「萩原広道消息」所収
）
などによって明らかであ
る。
このようにして成ったr類題吉備国歌集」 は、
備前・
備中両国を中心に、
術後国をも含む三百四十四人の歌、
併
．わ
せてニニー四首が採録された。
その内訳は、
春部五一三
首、
夏部一110一首、秋部四三二首、冬部二四0首、
恋部二
四四
雑部四八四首である。
試みに採録
歌数の多い順に
十人を掲げてみる
と、
藤井高尚一三二首、
業合大枝八二首、
中
村寃五七首、
木下幸文五五首、
小野務四六首、
澄月四
六
首、
小川真澄四四首、
藤井高久四
四首、
伊藤義足三七首
、
水野義風三六首となる。
これによれば、
最上位の三人を松
屋派が占めているばかり
でなく、
高久
も高尚の父であるか
ら、
この一派の関係者と見てよい。一方、
幸文・務・真澄
・義足の
四人は、
松屋派と対立関係にあった桂園派の
人々
であり、
澄月
も当地方の桂園派歌人に大きな影幽を与えた
人として有名である。
このように高尚を筆頭に松屋一門の
人々
を優遇している事実は否めないにし
ても、
桂園派をは
じめ、
その他の人
々の歌も租極的に採録しているので
て、
本害が三備にわたる一大歌集と
して
の体裁を整えてい
る点は評価しなければならない
であろう。
ともあれ、
近世
における地域和歌史の貴璽な資料であることは改めて言うまで
もない。
ところで、
この歌集の末尾に、
此集なりてのち、
つぎ／＼によりきぬる歌のあまたな
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一、
本稿は、
後松屋社中蔵板「類題吉術因
歌集」（嘉永三年十月序、
二冊）によっ
て、
各作者の姓名を先頭文字の五十音廂
凡例
るにあ
はせて、
かの由隆が物しつる吉備和歌巣のうつ
しあ
やまれる所やヽすくなきをさへえにたれば、
つぎ
．て
今一絹物せんかし。
さて作者の国所
•あ
ざな
ヽど
も
くはしうしるし
おかまほしきを、
これはたそ七がしり
ヘに録し
て
ん。
とあるのによれば、
高雅はさらに続染の準備
を
進め
るとと
もに、
正続両歌集の作者姓名録をも上梓する予定であった
こ
とが知られる。
これは元禄十一年（一六九八）に
成った浅
野由隆緬「吉俯和歌集」に作者部類が添えてあり、
ま
た加
納諸平絹r類題毀玉集」（七紐十四
冊、
文政十一年1嘉永四年
刊）や、
長沢伴雄堀r類題和歌潟川集」（五編十冊、
嘉永元
年1同七年刊）のような全国規模の歌集にも、
それぞれ作者
姓名録が出て
いるのにならったものと思われるが、
高雅
の
この計面はついに実現するに至らなかった。
次に掲げる「類題吉伽固歌集作者姓名録稿」は、
そのよ
類題吉偏国歌集作者姓名録稿
うな高雅の計画にヒントを得て、
この歌渠の作者三百四十
四人に関し、
その略歴と採録歌数を調べてみた
ものであ
る
。
それにしても「類題吉備国歌簗」成立後すでに百数十年を経た今日、
もはや完璧な作者姓名録の作成は、
ほとんど不
可能に近い
と
言わざるを得ま
い
。こ
こ
に一通りの調査結果
をまとめるにあたり、
経歴のわからない人々については、
その姓名 歌数を掲げる とどめ
て、
後考を侯つことにし
た所以である。
．
なおr類題吉備因歌巣」は、
かつて山陽新報社から刊行
された「吉備文血」（昭和四年ー七年刊）の第二輯•第四粗に収録されたことがある。
これは同歌集の活字版として
利用度の高い本ではある 、
三首の歌を欠いているほか、
誤植を含む翻刻上のミスが少なくない。
この点は、
最近出
た復刻版においてもまっ く同様であるので注意されたい。
に配列し、
その略歴と採録歌数を掲げた
ものである。
二、略歴にOOしては、
まず居住地ないし出
身地、
通称・別名・字・号、
g分ないし
ぼ菜、学統、
没年・享年などを記した。
ただし、
これらの一部または全部につい
て不明の人々も少なくない。
三、その人に家集の類があろ場＾目
、
自撰•他
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撰を問わずこれを掲げた。
四、
当時におけろ全国規模の代表的歌集と
して、
「類題鮫玉集
」
とr類題和歌鴨川
集」を調査し、
この二大歌渠にも採録さ
れている人についてはその旨を記した。「鮫玉作者」・「田川作者」とあるのがそれである。
五、
末尾に、各作者
の採録
歌
の総数を淡数
字で掲げると
と
もに、部立ととの歌数も
算用数字をもって併記した。
たとえば、
「三首（春2•夏）」とあるのは、採録歌の総数が三首で、春部に二首、
夏部に
ー首の歌が収められてい こ を示す。
六、本稿を成すにあたっては、
各稲の人名
辞密や、市史・郡史•町村史のほか、左記の苔帯から多大の恩恵を蒙った。
なお、
個々の歌人に関する諸氏の論 参照した場合も少なくない。
ここに併わせて感謝
の意を表する。
井上通泰氏「南天荘雑筆」
昭和五年
春陽堂
諏訪春山・有松埴雄氏「吉備歌林名
鑑
」
昭和十年
文献租房
ぁ
吉椛津神社編「藤井高尚伝
」
五年
吉備津神社
吉他津神社編「藤井高雅」
昭和十九
年吉
備惇神社
茉消正徳氏「木下幸文伝の研究
」
昭
和四十九年
風間術房
辻森秀英氏「近世後期歌壇の研究」
昭和五十三年
桜楓社
赤垣繁子
俯前家士赤垣良右衛門の変。鰍
玉作者。
一首（春）．
赤坐花史
岡山
七郎右衛門
備前癌士
。
餞玉作者。一首（夏）
。
明石貞幹
一首（秋）。
明石貞行
三首（春
・夏
•秋）
。
浅岡良雄
彦三郎
元禄年間没。
五首（秋
2・冬．恋・雑）。
浅香忠子
八首（春2•秋3・恋2・雑）。
浅沼御実
増兵衛。一首（雑）。
浅野玄由
岡山半左 門
備前癌士。
四
首（夏・冬．恋2)。
浅野常唐
備前一宮。一首（夏）。
昭和十
浅野
誼船
穂
陸左衛門・臨斎．愧陰·
椿園・消々
木下幸文・小野務の門
安
政六没•680設玉作者。
三首（秋·冬・
雑
）
。
浅野政子
備前一宮。
五首（春2•秋2.
雑
）
・
浅野由隆
岡山
本左衛門
備前藩士
川立阿の門。一首（雑）。
伊木真栄
岡山
俯前藩士。殷玉作者。
六
首（春3
•夏・秋・冬）。
伊沢元宮
設玉作者。一首（夏）。
伊沢主呼
一首（雑）。
伊藤義足
岡山
佐左衛門
綬丸・糸屋・
篠舎
藤井高尚・熊谷直好の門
明治九
没•79.-1一七首（賽8•夏6•秋7．冬6．恋・雑9)。
伊藤春之
岡山。一首（冬）。
井田一久
七首（春3•夏・秋．恋・雑）。
井上夏鼎
倉敷
善左衛門・五蔵・永芙・
君敬・子徽
・
素堂
小沢直庵の門
享和
三没•64.―-0首（春3•夏3•秋4
.
，、
香
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岡山
長八
備前落士
天保年
冬2・恋7・雑）。
井上吉躙三首（夏2・・冬）
。
井上政子
倉敷
くか•利恵
井上夏鼎の
妻小
沢直庵の門
文化九没•65。一首
（秋）。
池田憲成
文政年間没。一首（雑）。
池田信兄
岡山
湘前癌士。一首（春）。
池田政孝
天城
和泉守
備前藩老
文化
年間没
。―二首（春3•夏2•秋・冬4
．恋・雑）。
池
田
長紀
広佐・伊賀守
周匝城主・備前
落老
文政六没。一首（恋）。
池田博忠
刑部
備前癌老
文久年間没。
飯玉作者。三首（春2・雑）。
池田（名抹消）
一首（恋）。
板津吉蔭
金川
B置氏家臣。
一首（春）。
板津澄江
金川。観玉作
者。三首
（夏・秋
2
)
。
出原包屁
二首（夏・冬）。
稲井田千秋
五首（春2•夏2•秋）。
茨木一忍
岡山
備前藩士。
四首（冬．恋
2・雑）
。
今田知貞
治介。
簸玉作者。一
宇治央義
岡山
冬・雑）。
浮田直正
和気郡灘
首
（雑）
。
内田御歳
児島郡粒浦
御年・美年・幸夫
天城藩典医
内藤中心の門
文化十五没
.31。二0首（春5•夏2•秋・冬5
.
恋3・雑
4
)。
内田正種
備中松山癌士。鴨川作者。一首
（秋）。
江口万雄
窪屋郡福島
藤井高尚の門。
一
六首（春2•秋
2・冬・雑11)
。
江田貞ー
ニ首（秋・雑）。
枝本春正
一首（春）。
え ミつ
徳ハ。
五首（春・秋2
閻没。
三首（春2•秋）。
入江庸行
二首（春・冬）。
岩月白華
庭穎
沢右衛門・良直・有木居
士香
川景樹の門
天保九没•730一首
（春）
。
ぉ
技本千枝
二首（恋・雑）・
小川栄貞
児島郡粒江
首（春・夏3)
。
小川雅藻
児島郡粒江
貞吾
小川真澄の
弟。
八首（春3•夏2・恋2・雑）
．
小川真澄
児島郡粒江
利太郎・幽石•清
虚庵
小川栄貞の子
香川景樹の
門
安
政元没•590簸玉作者。
四四首（春8.
夏5•秋16．冬3.恋2・雑10)。
小野愛子
長尾
苺園
小野務の妻
木下
幸文の門
慶応元没•620
鮫玉作者。
ニ
首（春・雑）。
小野
温
一首（春）。
．
小野
機長
尾
貞三郎・世張・震鵬・湘
震丹
波亀山瑶絵師
安政三没•630
駿
玉作者。三首（冬2・雑）。
小野
元
長尾
周軒
医師。
駿玉作者。
四首（夏・秋・雑2)。
小野
寿長
尾
寿太郎・樹太郎・公静．
菊荘•長水
木下幸文・小野務の門
安
政二没•590簸玉作
者。
八首（春・秋4
小川真澄の父。
四
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・冬
3)
．
小 野
達長
尾
泉蔵・招月・将山
小野
方 の 弟
澄月
・慈延の門
天保三没•660
，奴
玉作者。
八首（春・夏・秋2•恋·雑
3
)．
小 野
方長
尾
猶 吉 ・ 仲 直 ・ 礫 翁 ・ 玄 暢
居士
沿月・慈延の門
文化十三没•580
「擦翁歌渠」。観玉作者。一七首（春
3
・夏4•秋2．冬2．恋2・雑4)。
．小
野務
長 尾 本 太 郎 ・ 孝 卿 ・ 伯 本 ・ 蘇
周 ・ 柿 園 ・ 右 嬰 ・ 改 堂 ・ 同 瓜 子 ・ 即 山 人・ 七 三 居 士
小 野 方 の 子
丹波亀山落勘
定 方
香 川 忌 樹 ・ 木 下 幸 文 の 門
安 政 元
没•68。
r小野務家東」。
鮫玉作者。
四
六首（春6•夏
2•
秋5．冬
2
．恋5
• . 
雑26)
。
小原端木
臼敷
井 上 氏
広輔・常之・裂
棠 斎 • 宮 崎 歴
井上夏鼎の子
小 沢 蓋 庵
の門
天保十一没•73C
「邸盛染」。駁
玉 作 者 。
八首（春2・夏
2 ． 冬
． 恋 2 .
雑
）
。
尾池松子尾OO勝硝
早島
文 化 四 没 。
一首（秋）
。
他中府松
下 総 守
吉 備 津 宮 社
司 。
四 首 （ 春 · 雑 3 )
。
緒方
章足
守
三 平 ・ 洪 庵 ・ 公 裁 ・ 逸 々
斎·部陰
足守滞士•OO医
文 久 三 没 ．
訓。
r 紐 方 洪 庵 歌 集 」 。 三 首 （ 春 ・ 秋 2 ) 。
大 河 内 笠 斎
又 七
庭 瀬 怒 士 。
三首（春2
•秋）
。
大沢一水
岡 山
夫 平
備前藩士。一首
・ （ 春 ）
。
大
野消別
岡山
陸 岐 ・ 市 兵 衛 ・ 沖 左 馬 之
丞 ． 邸 夫
伽 前 藩 士
明 治 三 没 • 53 0
祖
Ill作者。
二四首（春
2•
夏・
秋 4 ． 冬 ・
恋
JO
・雑
6)
。
大 野 直 雄
一首（雑）。
＇
． 大
守光屋
備前一宮。
一首
（雑）
。
大守千草
備前一宮。
扮川作者。一首（雑）。
大守陥臣
備前一宮。一首（秋
）
。
大 守 隆 成
俯 前 一 宮
波門
吉伯油宮祠宮。
一首（恋）。
大 守 隆 英
備 前 一 宮
藤 一 郎 ・ 粛 軒 主 人 ・
西岳山人・肥後守
吉備油彦神社祠官
究延年間没。一rii（俎）。
大 森 安 子
四 首 （ 春 ・ 秋 2 ・ 雑 ） 。
大森矩忠
早 烏 。 一 首 （ 春 ） 。
か
大森忠憲
備前一宮
吉 備 淘 彦 神 社 祠 官
五首
（春・秋・冬・雑2)
大森忠之
茶 屋 町
勘解由
住吉神社神岡
藤井苔尚の門。
駿玉作者。
一三首（春5
i
夏2•秋・冬・雑4)。
大森文子
八 首 （ 秋
5
・雑
3)
．
太田
臼邑
久
佐伝。一五首
（春
3•
夏
2
•
秋3．冬
．恋4・
雑 2 ) ・
岡敬
名
岡山
亀太郎
備前癌士
渡 辺
豊の門
嘉 永 元 没 。
殷玉作者。
一首
貪90
岡頂
孝
岡 山 。 一 首 （ 秋 ） ．
岡重
信
七首（春3•
秋
・ 雌 3 ) ．
岡武
敏
倉敷
忠 左 術 門 ・ 一 水
文政四
没•67。
三 首
（秋．恋・
雑）。
加藤栄子
三首（春
3)
。
加藤絨道
一0首（
春
3•夏・秋4．冬．恋
）
。
狩野覇茂
一 首 （ 冬 ） 。
賀 直 速
宮 内
和泉
吉 術 律 区 社 家
藤
井砥雅の門。観玉作者。四首
9 2
・秋．恋r
回隆
岡山
痰井寺の俯。
一首（秋）。
党巌
圭島
心 梨 • 石 窓 • 石 窓 庵
円
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紀徳（姓欠）
き
一首（秋）•
通寺の佃
安政三没•79。一首（雑）。
片岡春及
邑久郡幸島
彦輔・休軒•松塘
，段甫
加茂季鷹•本居大平の門
天保
十
四
没•83
三●（春・夏・秋）。
片岡
徳岡
山苺四郎
伽前藩士
蒻井
石尚の門。駿王作者。一五首（春2•夏3•
秋2．
冬
4．恋2・雑2)。
片岡範永
一首（夏）。
片岡範弘
五首（春
3•
夏・秋）。
片岡範数
邑久郡幸烏。
駁玉作者。一首
（春）。
片岡伴雄
邑久郡幸島
棠合大技の門。駿
・玉
作者。一首（雑）。
片山伯明
岡山
宇兵衛
藤井高尚の門。
二首（冬・雑）。
凡山原綱
一首（冬）。
田野棠広
六首（春・夏・秋2•冬・
雑）
。
菅晋
帥．備後国神辺
太仲・礼卿・茶山
福山藩儒官那波魯堂の門文政＋没•800一五首（
春
5•
秋・冬
・雑8)。
草谷盛徳 凝
然
岡山。一首（夏）。
＜ 
木下幸文
長尾
民蔵・義質・毅寿・義方
・無庵．亮々舎
香川呆割の門
文政四
没943。
「亮々遣稿」「小笹の風」．駁
玉作者。
五五首（春9．夏7•秋11・冬
6
•
恋14
；匹
8）
。
•
木下利徳
足守
東丸・・肥後守
足守藩主
文政四没•330
一六首（春4．夏・秋3
・・冬．恋6・
雑）。
岸雅胤和気郡井田。
般玉作者。一首
（恋）・
岸本簑山
岡山
忠介・忠厚・方忠・落梅
舎澄
月・小沢蓋庵・香川只樹の門
文
政四没•600・一首（夏）．
北国伯寿
岡山。一首（夏）。
教戒
倉敷
竜
泉観
竜寺の佃
安政
元没。
二首（春・冬）。
教存
含敷
快行・風林観屯寺の僧。
田川作者
V-
．五首（春
2•
秋・冬
3 •
恋
2・雑7)
。
侶。一首（秋）。
恐
袈
憎。
三首（春・夏・冬）。
．
け
窪津久村
六首（春・夏・秋•冬．恋・雑）
熊谷範忠
岡山
鉄五郎天保十四没•67.
一首（冬）。
熊沢伯継
次郎八・肋右衛門・息湘軒．蕃
山了介
佃前瑞儒官
中江藤樹の門
元
禄四没•73。
二首（冬・雑）．
黒顧恭斎
自敷
謡曲家。
一三首（秋5.
冬6・雑2)・
小出太比羅
太日紐・太毘羅．
二四首（春
5•夏
8•
秋4．冬2．恋2・雑3)。
小神辰定
金川
波右衛門。
五首（春
2 .
秋3)
。
小神宮春
金川
信象・均・芭園・杉蔭舎
七曲神社祠官
平田屈胤の門
安政五没
•750,r
芭園歌集」「＃園詠む」「小神
宮春歌集」．鉗玉作者。
二0首（春
2 .
夏
3 •
秋5・冬20雑8)
。
小寺沼之
笠岡
敬蔵；主馬・監物・棟園
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小寺消先の子
梨本祐為・慈延の門
保十四没•74。四首（冬・雑3)・
小寺洒先
笠岡
常陸介・雲斎．楢園
神
島天神祠官
澄月の門
文政十没•800
「楢園集」。二首（春・夏）。
小早川
鋭
二首（夏・冬）。
小早川正子
一首（夏）。
小早川籟心一首（雑）。小山安延
備前一宮
吉仰袢彦神社祠官。
二首（夏．恋）．
小山延義
一首（春）。
小山高愛
一首（夏）
。
児局
信
一首（雑）。
児仁井秀時
邑久郡太伯
淡路
八椛神社
詞官
内藤中心•藤井高尚の門
弘化三
没•84。九首（春・夏・秋2・恋2・雑3)
。
児仁井秀直
邑久郡太伯
児仁井秀時の子
八椙神社詞官
業合大枝の門
明治九没。
六首（春3•夏・秋・冬）。
児山御蔭
二首（春・夏）。
古野（姓欠）
中村応雅(Ull後国柄
嘉永
三没•78)
の
妾か。四首（恋3・雑）。
天
香西正粋
二首（春・夏）。
光全（姓欠）
一首（夏
）
。
河本立易
宮内
石見
吉佃油宮社家
天
保十二没•82。二八首（春14．夏・秋6・冬．恋2・雑4)
。
郷司椋子
岡山
俯前湘士紐司茂左衛門の
妻。一首（雑）。
苔口可宗
一首（夏）。
佐伯惟正
足守
瀬左衛門・閑均
紹方洪
庵の兄
明治年間没。三首（春3)
佐々木可干
岡山
五井宮祠官佐々木盛安
の要
藤井高尚の叔母。「老木の花」．
三首（春3)、
佐々木真弓
臼敷
三郎介
謀井高雅の門。
鰻玉作者。二首（冬・雑）。
佐々木盛常
九首（春5•秋・冬2•恋）。
佐々木朝平
岡山
対品
玉井宮詞官。一
一首（春2•秋．恋3・雑5)。
佐藤千秋
琴浦
九八郎・主馬
文政十二
没。二四首（春5•夏2•秋4・冬2.恋3・雑8)。
さ
菅波維謙 西邸そよ
一首（恋）．
斎藤一即
岡山
消次右衛門・九碗・文固
備前迷士
江村北海・釈六如の門
文政
六没•65。四首（秋2・冬・雑）・
笹尾一氏
利右衛門。三首（冬・雑2)。
笹尾消構
二首（恋・雑）．
篠部消訊
岡山
敬甫・慈園
門。二首（雑2)。
沢正
文
一首（春）・
観竜寺の佃。二首（
秋
・
持戒
雑）。
縞岡其心
岡山
宗蝶
藉井裔尚の門。飯
玉作者。六首（春2．夏・秋・冬2)。
下近隆延
佃前一宮
大守氏。一首（雑）。
下道陸尚
一首（夏）。
秀蜂
弘泉寺の佃。三首（春2•夏）
。
舜静
岡山
佃．一首（秋）．
毅府（姓欠）
一首（秋）。
二首（春・秋）． g敷
し
藤井嵩尚の
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せ菅波惟廉
一 首 （ 呑 ） 。
哲 波 惟 文
一 首 （ 雑 ） 。
菅波好礼
一首（春）．
菅 波 抑 子
二首（秋・冬）。
竹沼斐雄
小田郡吉浜
政 之 進 ・ 此 面 ・ 頼
母 ・ 綾 雄 ・ 文 雄 ・ 子 英 ・ 直 渚 ・ 拮 梗 園 ・桔梗舎木下幸文・呑川臥樹の門。天保五没•49
.
r菅沼斐雄改集」r桔梗舎和
歌 集 」
。
二0首（在4•以
3•
秋 6 ． 冬
3•恋4)
．
杉 生 葬 子
二 首 （ 夏 ・ 秋 ） 。
杉生成祥
三首（春・夏・秋）。
鈴鹿秀洪
一八首（春7•夏4•秋6・雑）．
鈴木光雌
岡山
医師。毀玉作者。三首
（夏•秋．恋）。
鈴木直徳
紺後国三原
府 大 夫 。 粕 川 作 者 。
10首（春・夏2•秋4・冬2・雑）．
砂原勝子
一首（春）．
角南朝彦
三首（春2．冬）。
角田究伴
金川
紋右衛門
日 四 氏 家 臣
弘 化 年 間 没 。
二 首 （ 春 ・ 秋 ） 。
多 々 良 寿 久
西大寺
首（冬・雑）。
田中年足
浅 口 郡 八 頂
武 助 ・ 長 足
大庄
屋木
下幸文の門
安政六没．78．級玉
作 者 。
五首（春・夏・秋・雑2)．
平景
15
一 首 （ 春 ） 。
砒 戸 楽 山
下 辺 郡 八 田 部
た
楚平•安貞
山口氏
長 八 郎 。
増 弁
早島
俯 。
伴 惹 総 の 門 。
一 首
（ 秋 ） ．
そ
瀬崎久敬
岡山
辰 次 郎
備前瑞士
直 好 の 門
明治二十没
•
Io
首 （ 春 3 .
夏
3
． 冬 ． 恋
3)
．
静子（姓欠）
七首（春・夏2•秋2・冬
． 恋 ） 。
製政
御路
小田郡吉浜
立 介 ・ 子 常 ・ 政
方 ・ 政 三 千 ・ 万 沙 御 路 ・ 士 常 ・ 寮 娑 密 ・匝 汀 ・ 切 平 田 舎 • 第 頭 樹 屋 ・ 覺 翁
小 寺
荊先の門
万延二没•76.
『愚翁歌集」
。
一三首（春7．笈・雑5)。
熊
谷
下幸文の門
文化十二没•670
ぐ さ 」
。
一首（秋）。
店 橋 季 氏
一 〇 首
（
春
3
・夏2•秋・冬・
恋2・雑）。
高僑正澄
笠 岡
元 右 循 門 ・ 泊 隈 ・ 有 所 遊
居・心月洞・座室・残炒
梨本祐為・呑
川致樹の門
嘉永四没•77。「塵室箪露」
r 心 月 詞 花 帖 」 r 苅 園 詞 芹 ＋ 」 「 か ら に しき」はか。
船玉・粕川作者。
一 ー や 目 （ 春
6•
夏・秋2・雑2)。
而口美領備前一宮
将 暫 ． 瑚 月 斎 ・ 紺 舎
吉 備 律 宮 社 務 牒
安 永 四 没 。
一 五 首 （ 春
3•夏3•秋3．冬2．恋・雑3)。
武田秀忍
岡山
源左衛門。
五 首 （ 秋 3 .
雑2)。
橘義
窃
一首（雑）。
種村いま子
一 ●日 （ 春 ） 。
種村りく子
一首（恋）。
知柴
岡山
ひさ・久子
森源十郎了
阿の娘
光明砲主
小沢這庵・木下幸文
の門
弘化四没•610
杞川作者。
一 首
ち
r
し の ぶ
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と
つ
（雑）
。
智海
岡山
俯。一首（恋）。
澄月
玉島
西山氏
融阿．酔夢庵．
垂雲軒
武者小路実岳の門
寛政十没．
850
「垂雲和歌集」r澄月上人歌集」
r澄月翁詠歌集」「澄月法師千首
」。
栂
川作者。
四六首（春
3•
夏7•秋2．冬
16．恋
8
．雑10)。
津川治年
足守。
二三首（秋17．冬6）。
都志常昭
酒津。
一首（春）。
次田春枝
邑久。
飯宝作者。
四首（春・夏
2・恋）
。
次田文信
岡山
三首（春2•夏）。
戸枯干枝女
一首（夏）。
土肥義平
岡山
左近
備前愁士。
二首
（恋・雑）。
土肥経平
岡山
吉五郎・典膳•宮山山人
•宇治郷散人
備前落士
日野資技・烏
丸光胤•姉小路実紀の門
天明二没•76
0
那須貞国
早烏。
六首（春5．恋）。
内藤消心
三首（春・恋2)。
内藤中心
下道郡岡田
三左衛門・桜舎
元土佐滞土
稲垣長諷・谷共潮の門
文
化十四没•780
「桜舎染」r宦花能舎集」
「内藤中心歌集」。一五首（春
6•
秋
2
．恋3・雑4)。
内藤芙消
一首
（恋）。
中田孝芳
宮内
右門太
没•82。-Ii（雑）
。
な
大庄屋
元治元
「経平自箪詠草」。
三首（春・雑2)。
当麻尚文
岡山
片上屋治郎兵衛
白樽屋
藤井高尚•平田篤胤の門。
飯玉作者
五
首（夏
3
．恋・雑）。
富糸
子
岡山
伊登女
今田知貞の妻。
五首（春・夏
2
．恋・雑）。
宮田和幸
岡山
宇左衛門
疫応年間没。
駁玉作者。
二首（春2)。
烏越常成
賀脱郡束阿り
新助・棚斎
藤
井高尚の門
天保十一没•75。
「宮士百
首」。
一六首（春6・冬
3
・
雑7)。
中田泰安
四首（秋4)。
中野氾雄
妹尾。
観玉作者。
二首（夏2)。
中原斐臣
藤井店雅の門。
二首（秋2)。
中村
窃
都宇郡二子
孫三郎・都通慈舎
藤井高尚の門
天
保十三没•650
糾玉作
者。
五七首（春12•夏7•秋11・冬11.
恋1・雑9)。
中村
炭
二首（雑2)。
中山豊雅
岡山
丹次郎・豊正・権太夫・
萩図
天保年間没。
七首（春・秋2．冬
．恋2・雑）。
永船毎日
岡山。
一首（秋）。
楢綺好一
和気郡灘
右兵衛。
鮫至作者。
二首（春2)。
楢綺秀追
和気郡酒
敬左衛門。
船玉作者。
二首（夏・冬）。
菜合大枝
邑久郡上寺
右仲•松袋屋
豊
原北島神社祠官
藤井高尚•平田篤胤の
門秘
永四没•61。
「菜合大枝歌集」。
鮫圭作者。
八二首（春13·夏10•秋
8.
冬，．恋
8
・雑34)0
南条正輿
猪太夫・淡廂
備前迷土
中院
通茂の門
元禄年間没。
六首（春2•秋
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·,
＇ 
’., 
の
ね
禰 光 房
賀 陽 郡 窪 木
藤 井 高 雅 の 門 。 七
首 （ 春 3 ・ 夏
2•
秋 ． 恋 ） 。
西 井 常 蔭
一 二 首 （ 夏 ・ 秋 ・ 冬 ） ・
西 山 雅 雄
帯江
治 右 衛 門 ・ 政 雄 ・ 叙 風 ・
樵 翁 • 宮 門 ・ 珀 翁
小 沢 彊 庵 ・ 香 川 景 樹
の門
文 化 十 三 没 • 62 。 三 首 （ 春 ・ 夏 ・
恋 ）
。
西山
正祖
方
士 雅 ・ 拙 斎 ． 至 楽 居 ・ 雪
堂 ・ 華 岳 匡 虞 滴 口 芙 領 ・ 澄 月 ・ 那 波 魯堂の門
寛 政 十
没
• 64
•
I『 西 山 拙 斎 和 歌
集 』
。
三首（春2・雑
）
・
如 水
岡山
大 憐 寺 の 僧 。 一 首 （ 夏r
に
4
) 。
南 条 正 修
八 郎
備 前 湛 士
南 条 正 典 の 子
享保九没。一三首（夏2•秋
3
・ 冬 2 .
恋 2 ・ 雑 4 ) 。
難 波 康 和
三首（夏2．恋）。
難波勝正
一 首 （ 夏 ） 。
野崎
甜
児 島 郡 味 野
武 左 衛 門 ・ 鳩 盆 ・
至 宝 の 屋
製 塩 菜
元 治 元 没 • 76 0 鴨 Ill
作者。八首（春2•秋．恋2・雑
3)
。
野 綺 由 頭 衛
児 品 。 一 首 （ 夏
）
。
野 村 利 恭
治 右 衛 門 ・ 必 明 ・ 靖 斎 • 竹 軒 ．
亀 鳩 子 ・ 無 堅 庵
備 中 松 山 癌 士
岡竜州
の門
文 政 元 没 • 80 。 一 首 （ 雑 ） 。
則 武 知 足
勝 五 郎
。
一 首 （ 雑 ） 。
萩 原 広 迎
小 平 太 ・ 鹿 蔵 ・ 鹿 左 衛 門 ・ 浜 雄
• 西 沼 ・ 出 石 居 ・ 鹿 嗚 草 舎 ・ 蒜 園
備 前
瑶 士
藤 原 栄 三 郎 の 子
文 久 三 没 • 49 0
r 西 氾 歌 渠
J
r 萩 原 広 辺 歌 集 」 。 鴨 川 作
者 。 四 首 （ 春 ・ 雑
3 )
。
橋 本
景
一 首 （ 夏 ） 。
橋
本
真 琴
宮内
信 古 ・ 淳 道
医 師
藤 井
高 尚 の 門 。 簸 玉 作 者 。 ― ] 首 （ 春 3 • 夏6 ・ 雑
2 )
。
橋 本 本 資
宮内
内 匠
吉 俯 津 宮 社 家
藤
井 高 雅 の 門 。 簸 玉 ・ 鴨 川 作 者 。 一 四 首
（ 春 2 • 夏
3•
秋
6
． 恋 ・ 雑 2 ) 。
服部
邁
五 首 （ 夏 ・ 冬 ・ 雑 3 )
。
は
日 笞 忠 箪
元 八 郎
備前藩老
二 首 （ 秋 ・ 冬 ） ．
久 岡 幸 秀
岡山
伊 木 氏 家 臣
業 合 大 技 の
門 。 餃 玉 作 者 。 四 首 （ 夏 2 • 秋 ． 恋 ） ・
久 岡 秀 文
岡 山 。 一 首 （ 秋 ） 。
久 岡 方 英
岡
山
0
Io
首 （ 春 2 • 夏
3•
秋
2·
恋
3)
。
姫 井慈 子
鴨 方
姫 井 敬 叔 の 妻 。 駿 玉 作 者 。
三 首 （ 春 ・ 夏 ・ 秋 ） 。
平 井 直 純
岡山
七 郎 右 衛 門 ・ 府 左 衛 門 ・
省 左 ． 酔 碧 乎
傭 前 瀦 士
木 下 幸 文 ・ 香
JII呆樹の門
嘉 永 二 没 • 70 。 簸 玉 作 者 。
四首（春2•夏・冬）。
平 賀 元 義
岡山
猪 之 介 ・ 丹 介 ・ 喜 左 衛 門
・ 七 蔵 ・ 直 元 ・ 長 元 ・ 義 元 ・ 直 満 ・ 典 油新 吉 ・ 左 衛 門 太 郎 源 元 義 ・ 禰 古 彦 • 吉 術
ひ
林 消胤 岡 山
平格
備 前 器 士 。 駁 玉 作
者。ニニ首（春
3•
以
4 • 秋
9
・雑
6 )
。
林友
直
益 左 衛 門 ・ 和 平 ・ 杉 の 屋
岡山
落 士
藤井窃尚の門。九首（秋7．恋・
雑 ） 。
文 政 年 固 没 。
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藤井延近
宮内
頼母
吉術津宮社家
井高尚の門
文化五
没。三四首（春
6.
夏4•秋
7
．冬
3
．恋
7
・雑
7)
。
．藤
井近道
宮内
左膳介・親定
吉備氾宮
・社
家
藤井高雅の門
明治二没•61。
ニ
．
首
（春
・秋）。
薩井高畏
二首（秋·冬）・
ふ
豚
雄・石楯．楯之舎主人・仰前処士
桜応
元没•66.
「平賀元義歌集」。鴨川作者。
―二首（春
2•
秋・冬．恋
2
・礁6)。
�
平田房子
一首
（冬）．
平野五子
岡山
平野勝永の安。一
首
（雑）
。
平野倭文
四首（邪
2•
夏・冬）。
平松安材
玉島
三郎右衛門・塩飽呂
木
下幸文の門
天保八没•610餃玉作者。
三0首（春9・夏
3•
秋
3
．冬
6
．
恋4
・雑
5)
0
.
広沢元矩
岡山
喜左衛門
術前滞士。一
首（雑）．
広安雅言
岡山
久右衛門•福富屋
。駿玉
作者。八首（夏・秋5・雑2)。
藤井高久
宮内
高賢・内記・静斎・細谷
亭・但馬守
吉術津宮社司
藤井高尚の
父春
秋庵潤光・栂井一室の門
文化
四
没•83.
「吉伽沖宮泰納五十首和歌」。
四四
首（春
9·
夏10•秋10．冬2．恋6
・雑7)。
藤井高俊
宮内
主膳
吉俯律宮社家
藤
井店尚の門
天
保四没。一首（雑）
。
藷井荘尚
宮内
小膳•松斎•松屋・長門
守吉
術津宮社司
小寺消先•本居宜長
の門
天保十一没よ77。
「藤井高尚自償
家集」「藤井高尚家簗
」
ほか。簸玉作者．
一三二首（春24•夏14•秋26．冬14．恋14・雑40)。
藤井高操
宮内
丹宮
藤井高俊の子
吉
術津宮社家
天保九没。一首（雑）。
藤井高豊
宮内
久米之介・納斎・但馬守
吉術律宮社司
藤井高尚の子
文政八没
.35。
r小松の落葉」。
餃
玉作者。
三三
首
（春13•夏2•秋4．冬2．恋10・雑
2
)
。
薩井広風
宮内
遠江
吉備津宮社家
和七没。
一首（冬）。
藤井若技
宮内
藤井高雅の後衷
没・27。二首（秋2)。
藤井瓜実
宮内本芝助・橿屋・駿河守
吉俯津宮社司
薩井高尚の門
明治三没
.540駁宝作者。七酋（春2・夏
3•
秋
・冬）。
藤井頂政
宮内
権頸・竹の屈
吉佃津宮
社家
薩井姦尚の門
天保七没•67。
ニ
首（秋・冬）・
藤井重直
宮内
杢之助
吉俯津宮社司
文政六没。一＿＿首（夏・秋．恋）。
籐井重門
宮内
権頑・重古
藤井重政の
子吉
他津宮社家
藤井高雅の門
明治
二十九没。一首（秋）。
蘊井小春
宮内
藤井麻久の妥
享和二没
•73。
七首（春
2•
秋
2
・冬
2
・雑）。
顧井小冬
宮内
藤井高尚の姉か。「浮草
集」。一首（春）。
藤
井承基
倉敷
彦七郎・機園・公緒•五
瓢。
駁玉作者。
五首（春
2
・冬
2
・雑）。
藤井松野
宮内
藤井高豊の娘• 雅
の変
弘化三没・26。
四首
（秋．恋・雑
2
)
。
安
政
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．藤
井 信 平
宮内
忠造
織江信成の子
吉
俯 津 宮 社 家
薩井高雅の門明治二没．
i
520般玉・鴨川作者。三首（春・夏・秋）
。
藤井 正 輝
宮内
藤井高尚の門。顧玉作者。
一六首（春9．夏・秋3·冬2・雑）。
藤井正能
三首（春・秋・雑）。
藤井繁野
藤 井 茂 弥 と 同 一 人 か 。
二首（秋
・雑）・
薩井末良
宮内。
八 首 （ 春 ・ 秋 3
．冬
．恋
2・雑）。
藤 井 英 禰
宮内
藤井高豊の妥
天 保 十 二
没•42。
六口（春
2•
秋
．恋・雑2)。
藤 井 茂 弥
宮内
繁弥
藷井店尚の妥文
化十五没•490
九首（野3•夏・秋4.
雑
）
。
藤井遊苺
一 首 （ 夏 ） 。
＇
藤田来鶴
岡 山
小 左 衛 門 。 二 首 （ 春
・冬）
。
藤 野 泊 海
二 首 （ 春 ・ 夏 ） •
藤 原 泰 雄
二首（春・夏）
。
藤原保世
岡山
安藤氏
伊右衛門・花の
屋藤
井高尚の門。一
首
（恋
）．
e
古 市 金 峨
児 島 郡 郷 内
哲蔵・献・藍山
岡 本 豊 彦 の 門
絵 師
明 治 十 三 没 • 76 .
北 条 敬 子
一首（冬）。
堀家加慈
宮内
可治・梶
堀家善
政 の
妥
文化二没•68。
二首（春・秋）。
掘家喜知
宮内
幾知子
堀家徳政の茨．
顧井高雅の母。駿玉作者。
三甘（春・雑
2)
。•
堀家広政
宮 内
式 部 ・ 右 兵 衛 ・ 橋 斎
堀
家 善 政 の 子
吉俯津宮社家
天保二没．
.68
。六
首（春
4
• 夏 ・ 秋 ）
。
堀 家 常 定
宮内
因 幡
吉悧津宮社家
顧
井高尚の門
嘉永五没•820
六首
（春
3
•秋2．冬）
0
．
堀 家 是 経
宮 内
式部・寂意
吉 傑 津 宮 社
家藤
井 高 雅 の 門
明治十一没•56。
ニ
首 （ 秋 2 )
．． 
堀家正樹
宮内
東罵• 藤 馬
堀家広政の
子吉
備諜宮社司
藤 井 高 雅 の 門
明 治
九没。
鴨川作者。
二 八 首 （
呑 7
• 夏 4 .
秋5．冬3．恋4・雑5)。
堀 家 正 足
宮内
政 足 。
一首（秋）。
ほ
三首（春・冬．恋）。
堀家政宮
宮内
紐殿介;佐渡守
吉備律
宮 社 司
藤井高尚•平田氣胤の門
天保
九没．46．簸玉作者。
三一首（春15•夏
4•秋6・冬5・雑）。
·
堀家清敷
宮内
美 讚 守
吉 俯 津 宮 社 司
文政九没•71.｛ハ甘（春・秋4．恋）．
堀 家 消 忠
宮内
右 衛 門 大 夫 ・ 清様 吉 礁
捧 宮 社 司
明 治 四 没 • 45 . ― 首 （ 春 ） 。
堀家千代
宮 内
堀家常定の妻
藤井高雅
の 門
文久三没•68。三首（春・
恋 ・ 雑 ）
。
堀 家 菩 政
宮内
右 兵 衛
吉 備 律 宮 社 家
天 明 六 没 • 52 ．
一首（秋）。．
堀家只正
宮内
左 馬 追
藤 井 高 久 の 弟
吉鉗注宮社司。一首（恋）。
堀 家 苺 政
宮 内
真 喜 之 助 恵 政 ・ 敏 政 ・ 式
部 徳 正
藤井高雅の父
吉俯津宮
社
家
藤井高尚の門
文政六没•38．ー五首
（ 春 3 •
夏 2 • 秋 4 ・ 雑 6 )
．
堀
家輔政
宮 内
勘解由・右兵衛・栢太郎
棚家徳政の子・藤井高雅の兄
吉 備 滋 宮
社家
薩井店尚の門
明治二十二没•740
鱈玉作者・
ニ七首（春7
•夏・
秋6．
冬
3 ・ 雑 10 ) 。
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ま堀家留セ
宮内
（春）。
堀家善政の継母。
一首
英根水内勝韮 •平
•石川雅望・八千
房
・
武
田五経の
門
文久二没．630
殷五・田川作者
。九
首
（春
2•
夏・秋
2
・恋3・雑）。
増田露消
一首（春）。
．
真野守貞
宮内
弥左衛門
子幹・竹堂
松井良直
岡山
七右衛門・河楽
備前藩
藤井高尚・菅茶山の
門
天
保七没•81゜
儒官
享保十三没•860一首（雑）．
一五首（春5•秋2・冬3・雑5)。
松岡墓山
一首（秋）。
其野守約
宮内
順蔵・希日・梅坪・真野
松
平光政
岡山
池田氏
新太郎・幸隆・
守貞の養孫
藤井高尚の門
慶応二没・
芳烈公
．備前藩主
天和二没•74。一首
50。
八首（春2•夏3•秋·恋・雑）。
（雑）。
前川行春
岡山。
一首（秋）。
松平斎成
l
首（春）。
正宗鹿子
和気郡灘。餃玉作者。
一
首（春）。
松原三穂
邑久郡豆田
一ーー槌子
松原東省
正宗雅広
和気郡灘
諮助。
鮫玉作者。一
1一の
妻
戻応元没．73．妓玉・鴨川作者。
首（春2．
恋）。
三首（春2•秋）。
正宗雅敦
和気郡灘
経蔵・子俊・居樹園
万代静也
岡山
団右衛門
黙永年圃没。
南陀羅・・楊樹園髪児丸・万寿堂亀敬
梅三
首（夏2•恋）。
廼舎空丸
石川雅望・三木元春•長治祐
齢藤望樹
西大寺
津田墨伊左衛門
香川
義・八千房・武田五蛯の門
天保九没・
景樹の門。一九首（春
3•
夏
3•
秋4.
50。
三首（春・夏・秋）。
冬
3•
恋
・雑5)。
正宗小萌
和気郡潤。一首（冬）。
正宗直胤和気郡灘
柳吉・柳廼舎・竹泉
亭・常来屋・梅園·凡ト・猿翁 六石飯持
正宗雅敦の弟
藤井高尚•本居大
み
め
武藤
重
二首（夏・雑）。
虫明善文
宮内
賜庵
医師
門。
四首（春4)。
む
．恋）。
水沢定穀
倉敷
常太郎
庄屋
嘉永元没。
鮫玉作者。
三首（夏・冬・雑）。
水田杏子
三首（夏・秋・冬）。
水野義風
岡山
三郎兵衛
術前藩士
・
天
明三没•82。
「水
野義風歌稿」。
三六首
（春12•夏3•秋
4
．冬
4
．恋
6
・雑7)．
水野宗直
岡山
柳陰軒備前藩
士。
六首
（春
3•
夏・秋・雑）。
三宅公輔
岡山
河本氏
文太郎・会・
子
洲河
本立軒の子
加茂季鷹の門
天保
三没•58。
鮫王・団川作者。
二首（春・
秋）。
明阿
岡山
台崇寺の倍
香川景樹・
藤井芙禰と同
一
人物か。一首（春）。
熊谷直好の門
天保七
没。
餃玉作者。一
児島
彦五郎。
四首（春2•夏
八首（春
6•
夏4•秋・冬．恋・雑5)。
藤井高雅の
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安 延 嘉 誼
五 首 （ 春 2 • 夏 3 ) 。
安 原 久 子
総社
玉 樹
安原正常の妾
千
種 有 功 • 藤 井 高 雅 の 門
明治八没•73.
四
首 （ 春 ・ 夏 • 秋 ． 恋 ） ． o
や
本 木 幸 翰
岡 山
首 （ 冬 ）
。
森 岡 延 琉
一 首 （ 春 ） 。
森 寺 美 紐
岡山
柳田恭輔
術 前 落 士 ・ 元
赤 穂 藩 士
藉 井 高 尚 の 門 。 「 高 細 園 歌 集 」
。
簸玉・田川作者。
八 首 （ 春 2 • 秋 ． 恋 ・
雑4)。
守安久孝
仮 輔 。
疫 応 年 間 没 。
五 首 （ 春 2
． 恋 ・ 雑 2 ) •
守 安 綱 総
一首（春）。
守 安 常 隠
一 首 （ 雑 ） ．
守 安
葺 一 首 （ 秋 ） 。
守 脇 雅 楽 子
一首（雑）・
も
・
孫総
本 居 大 平 の 門 。
棉 納
岡山
少 林 寺 の 附 。
五 首 （ 春 2
・ 冬 2 ． 恋 ） 。
ゆ
享 和 元 没
安原正郷
総社
貞 八 郎 ・ 子 方
• 80
。
一首（春）。
安 原 正 令
総社。
三首（秋2・雑）。
安 原 正 敏
総社
倦 三 ・ 子 納 ・ 桃 欧
安 原
．
久 子 の 綿 子
明 治 九
没•
59
. ― 首 （ 冬 ） 。
安 原 定 郷
総社。一首（秋）．
山 川 次 唐
一 首 （ 雑 ） ・
山 田 遊 朽
岡山。
一 首 （ 夏 ）
。
山 名 春 臣
一〇首（春・夏2•秋・冬．恋
2 ・ 雑 3 ) 。
山中無暦
僧。
二 首 （ 春 ・ 夏 ） 。
山 本 行 篤
賀 陽 郡 板 倉
圭 左 衛 門 。 鮫 玉 作
者 。
八 首 （ 春 ・ 夏 3 • 秋 2 ． 恋 ・ 雑 ）
。
湯 浅 元 禎
岡山
本 三 郎 ・ 俊 其 ・ 新 兵 術 ・
之 詳 ・ 常 山
他 前 藩 士
八 田 竜 埃 ・ 服 部
南郭 の 門
天 明 元 没 ぶば 。
「焚 余 稿 」 。
1 0 首 （ 春 3 ． 夏 ・ 秋 3 ・ 冬 2 ・ 雑 ） ・
祐 円
岡山
大 楽 院 の 倍
斎 原 氏
菜
合 大 枝 の 門 。
「 て む と り 」 。
簸 玉 作 者 。
八 首 （ 夏 2 , ． 冬 2 ． 恋 ・ 雑 3 ) ．
（ 以 上
和 栗
蔚
倉 敷 。
三 首 （ 春 3 ) ．
若 井 直 之
一 首 （ 雑
）
・
若 林 正 旭
岡山
直 介 • 徳 左 衛 門 ・ 子 明 ・
素一・赤穂屋
木 下 幸 文 ・ 香 川 果 樹 の 門
弘 化 二 没 • 79 0
骰玉作者。二首
（ 夏 ・ 秋 ） 。
渡 辺 綱 敏
成 羽
樅 園 ・ 播 磨 守
八 幅 神 社
桐 官
小寺消先の門
安 政 二 没 • 65 。
四
首 （ 冬 ・ 雑 3 ) 。
渡 辺
間玉
島
菩右衛門。一首（春）．
渡辺備寛
一首（恋）
．
． 
渡辺
豊 • 岡 山
左 兵 衛 ・ 余 哉 ・ 煎 翌 ． 雨
夜 庵
藤 井 店 尚 ・ 香 川 凩 樹 の 門 。
観玉作
者 。
六 首 （ 夏 • 秋 3 ． 冬 ・ 雑 ） 。
わ
三 四 四 人
ニ ニ ー 四 首 ）
横 山 毎 治
岡山。一首（雑）。
吉 田 秋 久
一 首 （ 夏 ） ．
よ
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